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木材繊維 -メタクリル酸メチル共重合物による

成形板の製造

浜 = 良 二* 前 日 悦 /･* 
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I 諸 1･n究では､アスフルンドiJによりてTlJ =;F Tこ 4I繊 さh/木言

こイく '' ,材とビニルモ /て-を/ラフ H Irr介させるW 材繊維とメナルメタ'/リレー 卜をレド /クス T･･.(ナさ_

､mPC化 (WoodPd cr tせてj 

F川は' (' l"iれ してf!よ 3.j-バり として応HrHの川拓 がtJ.. られる成形帖について､r'望uノ去とボー ト物

)くV)､ホ ノトプレスはでJJIli･f;成形･･T･(ナ物 を-■posCom Lu)の技 7,rltは､林 

liii,f:'':()I の糾しし､ 

#=性の糊 (#を純討 し/[保 について糾告するo･ .'ている W lC化のn究は､小Uはビニルモ /-') F l) =-

を木fノ ･ ･ /射または･-合川始= に丹i1させて､放射紺!( T..

剤を=いてグラフ トFT: J理 ノl'こ ～i良LL H 実 験 方 法･介させるI j}1 :) .LL ,

心に純.汀が進められてきたが､ji1:､繊緋化 ( 木材繊維王I･ また

は粉末化)された木材とビニルモ ノマーを水の/(Ill--.

卜でレトノクスJ･合 させる松介化のノu1､)) t:- j' `が/i.

目されるようになV)､このJJLEリi:LjFjlを適川すること

により､軸･塑性ポリマーを刷川 した硬iE まり ''繊維板 (

こラワン材イ材ナップを7スプルント

デ f7 rイブレークー ( 郎E. ノ 作化し- 附泰 F)によ一て組描
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･ .-t をつ ぎのIii二で抑製したものを川いたC;其特級) は ･J rl
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il.rrJ前F L共折合物によるJk形板の製; 7･t･ H:木材繊維-メタクリル俄メ+)' ) 近 7 

[=kJ'根について､.-物性を比帖 した' J･JJl R /ラフを/ す｡Z ,1 l

･r ! .-10 F塑刑を添加しせい成形板の比Jが08 .の偉いr

にあるのに対し､･rr 拭片の比 If塑剤 を添加 した. Tが
 

10-11 J- J望剤によ-て袖斜1の熊‖一
.を′lし､ U一 ) く J型的

作i'' 抑掛 二PTJ H‖ gW ll J;I目されることがわかるPI 実H Fi. 

10 LIさ膨潤)の Aおよび Bは､成形板の収水およびJl

性に及ぼすL,型剤の,形単 J･ JT L 芋を′七したもので､‖塑剤の

添州によってIk lh水件は増加するが､,r聖剤J形板のI l

の作川を刷川して･:I' T.にLkJZされたボー ドでは､..比L_ Jf, ･ 

'沖:史増 IH uZ'r . Jが打]掛 二をるため.J uによるntiWF減少の効.上 :


に､､川 ミ/''ii性がJ/ ･JJ､図 Cおよび D
′′ '井される. -i -
fけ' iおよび仙げ弾性率に及ぼす1 lはJb )かF' ･[塑剤の効リ･

をJJIしたグラフで､,,塑剤による'..JiJ.加効 .iによL r ･i:･T11 J･


-' ll. ･.;, I'らhる｡ し
て佃!i :し成形糎が子Jおよび舛件率の.･ =


かしIk r--･ 加が･憎)捕rの f.L 川係
J形根の比 I.. 掛軸朗, r .J J11削二

をくほぼ川 ･直線 卜にあることから､‖†型剤による

･] ='川 l 八は 卜として*;空け日H -てもたらさ糾il: 効' .I Jによ )

例 えば繊維 I日 iれるものであって､他の困 /･ t皐,'合ノ)ま

性への乙', ものと考えてよいたは柁合†榊勿 ;･34･呼が少か -

であろう｡ 

Ⅵ 摘 要

レドックスrTtl川雌 剤を触帆 二川いて､イ(材繊維

とMMAを水浴掘Ltで,:L,合J11 u･T: 丈応させて複斜 本をつ

くV)､種々の条什でfkJ= 'き ''~JlZして子.られる成形板の惟tii

を綿.けした｡′ij .Iリ･ E)::験5,ilをlj的するとつぎのとおりで

) . J Fある.(1過酸化水素と硫恨汀;一鉄からなる f･･_合IiJ始

剤を川いて木材繊維とMMAをJk'応 させると､低温

で速やかにJL. ,_ ..;､-合が進み､クラフ ト効4:の L7し共重合

物 ( 'き 2木材繊維 とMMAの共複合体)が子,られる｡()

kJ/･ ､時H511L .の軸圧条什で成形すると､比 t･_l'川2 u 7H T'

0.8-1.0､仰げ)か]･i:250-400kd'm2柁J1-の!Jこ.･;褐色の

相きtF根をf,ることができた.() ': j法Jri ] 成形根の雌J と､' 3 i 一

'女 ii r.. J:t -て;l.,'作は､ボー ド比 IIとポリマー含I-lによ ) i･Z

耶 され､比 Lr't Hlの増JH,j3よぴポリマ-含イ 土 jに比例 し

て曲げ･]t. )iii :: Jl T l:変かliと･.作ヰ が仲子nL､IA水準および寸J'/

化率が減少する仰lTJ 4))形のさいに.が認められた｡( Ik

･[塑剤を添州すると､槻合†仰 )数日T塑性が増JIIIして 

..II; r二 :ll,jI1の成IZ 'F rqJ.:比 t.で･.i]t･- F根が子.られろ. しかし､･･ _i

刑による･)jll.および寸_く/<, L )は'...Ji増r!' )C上作JJ 上 ili ,′" 辞の効 ' ･':

加によるものであって､低比･T11li;r域の成形板ではJJJ 

Fi- 1はL. ,rの効リ- ,JJめ(れない
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